







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































6 百姓 交易　10月 12月
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
2
3
5
11
c 12月
57
で市さながらに蕪を並べて売っていた様子が窺われ
る。半股引をはき、路上に座って蕪を売っている人
物は女性であろう。また、蕪を買い求めようとして
いる女性は、元禄袖の着物を着ており眉もあって、
なにやらお洒落な感じがする。
cの図は、山方の百姓を描いたものと思われる。
城下の暮らしには、米・野菜などの食料の他にも、
薪・炭などの林産物が必要であったことはいうまで
もない。この図にみえる4人の百姓が背に背負って
いる荷は、柴木・割木・板材である。また、そのう
ちの1人の百姓は、柴木を積んだ牛を引いている。
牛を引く百姓以外は、その様子から、荷を問屋など
へ運んでいるところというよりも、特定の顧客のも
とへか振売りかは判断がつかないが、直接城下へ売
りに来たようにみえる。季節は12月の冬で、煮炊
きのほか採暖のためにも薪が必要とされる時期であ
り、それを見込んでの売り込みであったのだろう。
なお、図の左下にみえる二人連れは先述の節季候
であり、また左上にみえる人物も芸能民のように思
われるが特定はできない。
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